
                      

         

 

 

               “令和 6年 こどもまんなか に！” 

 新年あけましておめでとうございます。今年もどうぞよろしくお願いします。お正月休みをゆっくりくつろ

いでいらっしゃるご家庭もあれば、年末年始もお仕事という方もおられることでしょう。世の中は様々な人々

の努力のおかげで成り立っています。本当にありがとうございます。子育て期は仕事の充実に加え、家事、育

児の多用さに追われる毎日です。「自分の時間がとれない」ということは乳幼児期の子をもつ親の悩みの一つで

すが、疲れ果てている時でも子どもの表情や仕草、話す言葉に癒されることは親の特権でもあります。この世

に命を授かったかけがえのない子どもたちです。人として自立し成長するまでとても長いようですが、その大

切な時は待ったなしで終わりの時を迎えます。学校教育にあがるまでの大切な乳幼児期の子育てをご家庭と園

とで協力しながら共に取り組んでまいりましょう。 

「こどもまんなか」とは 2023 年 4 月に発足した子ども家庭庁のスローガンです。今、日本の保育・教育の

あり方が大きく変わろうとしています。アザレア幼児園でも昨年一年「子どもにとって本当に必要なものは何か、や

るべきことは何か」を問い続けながら見直しを進めてきました。今年はさらに子どもたちの姿や声を受け止め、保護

者の皆さまのご意見もお聞きしながら「こどもまんなか」の園づくりに共に取り組んでまいります。ご家庭・園・地

域社会が子どもたちにとってよりよい子育て環境となるよう協力してまいりましょう。どうぞよろしくお願いします。 

              

                  会場で保護者の皆さんに感想メモを書いていただきました。30 点の中から一部を紹介させていただきます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 園ブログ アザレア幼児園だより 
2024年 1 月 1 日第 44号 

   アザレア幼児園 

園 長 德成 晃隆 
園ブログ   動画配信 
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造形絵画作品展 2023感想 

とってもかわいい作品をあり

がとうございます。１歳で作

品？と思ったのですが子どもの

出来ることをいかした素敵な天

使とトナカイでとてもとても感

動しました。いつも先生方あり

がとうございます。 つぼみ組 

 

娘と一緒には見られなかったけどかわいい作品がたくさんで楽しませてもらいました。みんな

それぞれの世界があって面白いなと思いました。家では絵具やのりなど使わせることはほとんど

ないので園でいろいろして頂いてありがたいです。                 もも組 

自分の作品を見つけると嬉 

しそうに自分の名前を言ってい

ました。作っている時もきっと

楽しみながらしたのかなと想像

できました。いつもありがとう

ございます。   たんぽぽ組  

知らないうちに折り紙や表情のある顔

(目・鼻・口)なんて描けるようになってい

ることに成長を感じました。どのクラスも

素敵な作品。来年はどんな作品を魅せてく

れるか今から楽しみです。制作準備からあ

りがとうございました。    年中児  

            

        みんなそれぞれかわいくて、すてきな

お家が作られていてまた一つ成長を感じ

ました。スマイルタイムで作成したツリ

ーもとても大きくてかわいくできている

と思います。年少さん年中さんの作品も

かわいらしいです。      にじ組 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

最後の時 ―The Last Time―        

赤ちゃんをその腕に抱いた瞬間から あなたはこれまでとは  

全く違う人生を生きる 

以前の自分に戻りたいと思うかもしれない 自由と時間があって 

心配することなど何もなかったあの頃の自分に        

今まで経験したことがないほどの徒労感 毎日毎日まったく同じ

日々 ミルクを与えて背中をさすってやり おむつを替えては泣

かれてぐずられて嫌がられて 昼寝をしすぎてもしなくても心配

で 終わることのない永遠の繰り返しに思えるかもしれない 

だけど忘れないで…… 

すべてのことには、「最後のとき」があるということを 

ご飯を食べさせてやるのはこれが最後、というときがやってくる 

長い一日のあと子どもがあなたの膝で寝てしまう 

だけど眠っている子どもを抱くのはこれが最後 

子どもを抱っこ紐で抱えて出かける 

だけど抱っこ紐を使うのはこれが最後 

夜はお風呂で髪を洗ってやる 

だけど明日からはもう一人でできると言われる 

道を渡るときには手を握ってくる 

だけど手をつなぐのはこれが最後 

夜中こっそり寝室にやってきてベッドにもぐりこんでくる 

だけどそんなふうに起こされるのはこれが最後 

昼下がりに歌いながら手遊びをする 

だけどその歌を歌ってやるのはこれが最後 

学校まで送っていけば行ってきますのキスをしてくる 

だけど次の日からは一人でだいじょうぶと言われる 

寝る前に本を読み聞かせて 汚れた顔をふいてやるのも    

これが最後 

子どもが両手を広げて あなたの胸に飛び込んでくるのも   

これが最後だけど「これが最後」ということはあなたには分から

ない   それがもう二度と起こらないのだと気付くころには 

すでに時は流れてしまっているだから  今、あなたの人生の   

この瞬間にもたくさんの「最後」があることを忘れないで 

もう二度とないのだと気付いてはじめて 

あと一日でいいから、あと一度きりでいいから、と       

切望するような大切な「最後のとき」があることを 

 ↑作者不詳とされるこの詩は、数年前ネット上で話題を呼びました。私も 3

人の子の「最後の時」を迎えてきました。あの頃、この詩に出逢えていたら

…。なんて思ってももう手遅れでした。今日も明日も明後日もやってくる

「最後の時」どうか悔いの残らない毎日をすごされますように…。 

  ２ 月の主な予定 

1 木 
年長児・須恵第三小学校 5 年生

との交流会 10:30～小学校 

2 金 節分・豆まき       

3 土 アザレアルーム⑩     

4 日   

5 月 
幼児体育教室  

2 歳児クラス進級前個人面談    

6 火 2 歳児クラス進級前個人面談 

7 水 
2 歳児クラス進級前個人面談 

※R6 年度用保育用品注文票配布 

8 木   

9 金  

10 土   

11 日   

12 月 「建国記念の日」 

13 火 幼児体育教室   

14 水   

15 木   

16 金   

17 土   

18 日   

19 月 
幼児体育教室㊷                

マラソン大会 3・４・5 歳児    

20 火   

21 水 クッキング「クッキーを焼こう」 

22 木 2 月生まれ誕生会  

23 金 「天皇誕生日」 

24 土 ※土曜保育申し込み締め切り日 

25 日   

26 月 
幼児体育教室  

※徴収金口座振替日 残高確認を 

27 火 お別れ遠足４～５歳  

28 水   

29 木   

 

1 月と 2 月の「論語

すくすく教室」は講

師の先生のご都合で

ありません。 

 
親子遠足ではありません。 

ちょこボラの保護者のみ参加 

■卒園式は 3 月 9 日（土）10:00～開式です。 

■1 号認定児（幼稚園）は、1 月 29 日（月）

は生活発表会の代休日となっています。 


